
政
府
は
先
ご
ろ
、
「
女
性
活
躍
・

男
女
共
同
参
画
の
重
点
方
針

２

０
２
１
」
を
決
定
し
た
。
今
回
の

重
点
方
針
は
、
「
第
５
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
～
す
べ
て
の
女

性
が
輝
く
令
和
の
社
会
へ
～
」
以

降
に
取
り
組
む
新
た
な
課
題
と
し

て
①
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
に
女

性
を
②
女
性
の
登
用
目
標
の
達

成
に
向
け
て
～
「
第
５
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
の
着
実
な
実

行
～
③
女
性
が
尊
厳
と
誇
り
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
３
点
を
盛
り
込
ん
だ
。
菅
政
権

は
男
女
参
画
社
会
の
構
築
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
方
針
だ
。

ほ
ぼ
同
時
期
に
決
定
し
た
令
和

3

年

版
「
男
女
共
同
参
画
白

書
」
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
「
感
染
拡
大
は
、
各
国
の
弱
い

と
こ
ろ
を
露
わ
に
し
た
。
我
が
国

に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の

遅
れ
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
し
た
上
で
、
「
と
り
わ
け

女
性
へ
の
影
響
が
深
刻
で
あ
る
。

（
中
略
）
『
男
性
不
況
』
と
も
い

わ
れ
た
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
と
対
比
し
て
、
『
女
性

不
況
（
シ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｓ
ｈ

Ｅ-

Ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
）
』
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
っ
た

問
題
意
識
を
提
示
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
重
点
方
針
で
は
最
初
の
項

目
に
「
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
に
女

性
を
」
を
置
き
、
男
女
間
の
経
済

的
・
社
会
的
格
差
の
拡
大
抑
制
な

ど
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
「
女
性
デ
ジ
タ

ル
人
材
育
成
の
推
進
」
「
ひ
と
り

親
に
対
す
る
職
業
支
援
」
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
「
雇
用
・
労
働
」
の

か
い
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を
充

実
す
る
よ
う
促
す
と
い
う
。
小
・

中
・
高
等
学
校
な
ど
で
生
理
用
品

の
入
手
に
困
難
が
生
じ
て
い

る
児
童
生
徒
が
判
明
し
た
場
合

は
、
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
ソ

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
連
携

し
、
生
活
支
援
や
福
祉
制
度
に
つ

な
い
で
支
援
す
る
。

菅
首
相
は
、
重
点
方
針
に
つ
い

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
は
、
女

性
の
雇
用
や
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
強
力
で
迅
速
な

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
お
り
、
今
後
、
コ
ロ

ナ
対
策
で
女
性
に
最
大
限
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
構
造
的
な
問
題
に

も
取
り
組
み
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
社
会
構
築
を
促
進
さ
せ
る
。

ほ
か
、
「
困
難
や
不
安
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
」
「
『
生
理
の
貧

困
』
へ
の
支
援
」
な
ど
を
柱
と
し

て
い
る
。
「
困
難
や
不
安
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
」
と
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民

間
団
体
と
連
携
し
、
行
政
だ
け
で

は
手
が
届
き
づ
ら
い
女
性
に
対
す

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
や
、

互
い
に
支
え
合
う
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
居
場

所
の
提
供
、
女
性
の
貧
困
問
題
に

係
る
実
態
把
握
な
ど
を
行
う
。
ま

た
、
「
『
生
理
の
貧
困
』
へ
の
支

援
」
と
し
て
は
、
経
済
的
な
理
由

で
生
理
用
品
を
購
入
で
き
な
い
女

性
が
い
る
と
い
う
「
生
理
の
貧

困
」
問
題
が
顕
在
化
し
た
た
め
、

地
方
公
共
団
体
が
女
性
へ
の
寄
り

添
っ
た
相
談
支
援
の
一
環
と
し
て

行
う
生
理
用
品
の
提
供
に
つ
い

て
、
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金

で
支
援
す
る
。
そ
の
際
、
地
方
公

共
団
体
に
対
し
、
生
理
用
品
の
提

供
だ
け
で
は
な
く
、
「
生
理
の
貧

困
」
に
あ
る
女
性
の
背
景
や
事
情

に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
き
め
の
細


